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研究成果の概要（和文）：グリーンランド氷床の近年の表面融解の実態を明らかにするため、現地観測、衛星観
測、数値モデリング研究を行った。現地観測では既存自動気象観測装置を維持し、データを公開した。また、ア
イスコア試料を解析し、水蒸気や鉱物性ダスト輸送の特徴を明らかにした。衛星観測では、非球形積雪粒子形状
モデルによる雪氷物理量抽出アルゴリズムの開発と氷床表面暗色化の原因の定量化を行った。数値モデルでは光
吸収性エアロゾル（LAA）効果を精緻に扱う領域気象モデルを開発すると共に、積雪変質・領域気象モデルによ
る氷床表面融解の実態把握を行った。さらに、地球システムモデルによって大気と雪氷中のLAAによる放射強制
力を見積もった。

研究成果の概要（英文）：In order to clarify the recent surface melting of the Greenland ice sheet, 
in-situ field observations, satellite remote sensing and numerical modelling were conducted. In the 
field observations, existing automatic weather station observations were continued and the data were
 published. Ice core samples were analyzed to characterize water vapor and mineral dust transport. 
In satellite remote sensing, we developed an algorithm to retrieve the snow and ice physical 
parameters using a non-spherical snow particle shape model and quantified the causes of ice sheet 
surface darkening. In numerical modelling, a regional meteorological model including the detailed 
processes of light-absorbing aerosols (LAA) was developed. A regional meteorological model including
 snow metamorphism was used to simulate the time and spatial variation of ice sheet surface melting.
 In addition, the radiative forcing due to LAA in the atmosphere and snow/ice was estimated by an 
earth system model.

研究分野： 大気・雪氷放射学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的な特色は現地観測、衛星観測、モデリングを組み合わせることにより、観測が困難な氷床上の観
測でありながら、事例解析に終わらず、普遍性の高い10-20年の長期解析を行うと共に、フィルンコア解析から
数十年間のLAAによるアルベド低下効果を復元する。氷床融解に対するBCによる積雪汚染の寄与を定量化するこ
とにより、排出規制などの根拠となり、社会的意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
グリーンランド氷床では 1990 年代以降急激な融解が観測され、将来の海面上昇への寄与が懸

念されている。近年、衛星観測から氷床表面のアルベド低下 (暗色化)が確認され、氷床表面融
解を加速するプロセスが働いている。その潜在的な原因は内陸涵養域では光吸収性エアロゾル 
(LAA) による積雪汚染と積雪粒径の増加によるアルベド低下、沿岸消耗域では裸氷域の拡大と
雪氷微生物を含む暗色域の拡大である。しかし、それらの定量的評価は未だ不十分なため、暗
色化と急激な表面融解に関する定量化が求められている。 
 
２．研究の目的 
現地観測に基づき氷床表面の暗色化の原因解明、衛星リモートセンシングによる氷床表面状

態の監視を行うと共に、LAA の発生・輸送・沈着過程と積雪変質過程を含んだ領域及び全球数
値モデルによってグリーンランド氷床暗色化の原因の定量化と氷床表面融解量の正確な見積を
行う。 
３．研究の方法 
(1) 地上観測：北西グリーンランド氷床上に設置済みの 3 基の AWS による連続観測を実施し、
エネルギー収支、質量収支解析を行うと共に、1 夏季に氷床上涵養域(積雪域)で、分光放射、積
雪物理量、積雪及び大気中 LAA、1 夏季に消耗域氷河上で雪氷微生物の各キャンペーン観測を
実施する。 
(2) 衛星観測：高精度雪氷表面状態抽出アルゴリズムを開発し、MODIS 衛星データ等からアル
ベドを支配する積雪粒径、積雪中 LAA 濃度、裸氷域・暗色域分布の 2000 年以降の時空間変動
を求める。 
(3) 数値モデリング：LAAの発生・輸送・沈着過程と積雪粒径及びアルベド計算が可能な積雪変
質過程を組み込んだ領域グリーンランドシステムモデルを開発し、地球システムモデルと共に
アルベド低下効果及び氷床表面融解量の正確な見積りを行う。 
 
４．研究成果 
本研究の総合的な研究成果は青木ほか (2021) にまとめた。以下に、代表的な成果を示す。 

4.1 地上観測 
定常的な気象・質量収支観測を目的として前 SIGMA プロジェクト (科研費 基盤（S）2011-

2015 年度) により自動気象観測装置 (AWS) を氷床上の SIGMA-A (78.1°N, 67.6°W, 1,490 m a.s.l.; 
2012 年 6 月 30 日−)、カナック氷帽上 SIGMA-B (77.5°N、 69.1°W、 944 m a.s.l. 2012 年 7 月 18 日
−)、氷床上 SIGMA-D (78.6°N,  59.1°W, 2,100 m a.s.l. 2014 年 5 月 17 日−2015 年 10 月 21 日) の 3 カ
所に設置した。そのうち、SIGMA-D は 2015 年 10 月の強風で倒壊したとみられる。本課題では
SIGMA-Aと B の AWS 保守作業を 2017 年に実施したが、2020 年 7-9 月にかけて何らかの理由に
より相次いで機能停止した。本研究ではそれら AWSデータの品質チェックを実施し、北極観測
データアーカイブシステム (ADS) から公開した (本報告書「その他」参照)。 

2014 年 5 月に SIGMA-D で掘削された深さ 223 m (A.D.1200 年頃) のアイスコア試料 (Matoba et 
al., 2015) から水同位体比、溶存イオン主成分を定量した。水同位体比は明瞭な季節変動を示し、
ピークの数から年層を決定し、そのピー
ク間の距離から年間涵養量を求めた。そ
の結果、1660 年から現在までの平均涵養
量は 0.25m w.eq yr-1で、10 年規模で変動し
たが小氷期の終焉前後では大きく変化し
なかった (図 1)。このアイスコア中のダス
トの鉱物組成を電子顕微鏡分析したとこ
ろ、1920-50 年代および 2000-2013 年
の温暖期に、グリーンランドで夏期の積
雪被覆率が減少し、これにより近傍の露
岩域の積雪が減少した結果、同地域を起
源としたダストの発生が増加した可能性
があることが明らかになった (Nagatsuka et al., 2021)。 

2017 年 5 月に SIGMA-A サイトにおいてアイスコア掘削を実施し、60 m の試料を採取した 
(Matoba et al., 2018)。アイスコア試料から近赤外線反射率計測、融解再凍結層、ざらめ雪層の検
出、X 線透過法による密度プロファイルなどを計測した。また、融解後、水同位体比、溶存イ
オン主成分濃度、臭化物イオン濃度、不溶性微粒子濃度と粒径分布を計測した。分析の結果、
アイスコア中の d-excess の変動がバフィン湾の海氷面積変動と相関があることが明らかになり、
1903年以降の海氷面積変動が復元された。また、北半球の温暖化が生じた 1920年代に先んじて
1900-1920 年代に海氷面積が減少していることが分かり、その理由の一つとして中緯度域からバ

 
図 1 SIGMA-D アイスコアから分析された水同
位体比から求めた年間涵養量の時間変化。 
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フィン湾へ海洋中の熱輸送が増加したことが示唆された (Kurosaki et al., 2020)。 
グリーンランド北西部独立氷帽であるカナック氷帽の積雪と氷体に含まれる鉱物粒子の濃度

の空間分布を観測し、氷帽表面に蓄積する鉱物粒子は消耗域の中・下流域では氷体内からの露
出、上流域では大気降下物が卓越した起源であること、中流域の氷体に含まれる鉱物粒子は完
新世に上流域で堆積したことを示唆する結果が得られた (Matoba et al., 2020)。 
雪氷面暗色化の原因となりうる森林火災起源の大気中の光吸収性エアロゾル (ターボール) の

成因を、顕微鏡学的手法を用いて解明した (Adachi et al., 2019)。また、大気中のエアロゾルが雪
氷に降下する氷晶核プロセスについて、氷河から発生したダストの関与を明らかにした (Tobo 
et al., 2019)。 

 
4.2 衛星観測 
氷雲の衛星リモートセンシング用に開発

されたボロノイ凝集体モデル (Ishimoto et al., 
2012) とその変形型のボロノイカラムモデル
が、それぞれ変態した積雪と新雪を表現す
る粒子形状モデルとして有効と考えられ
る。そこで、X線マイクロ CT を使った人工
雪・自然雪の 3 次元構造データから積雪粒
子形状を再現し、比表面積などの形状特性
やサイズ依存性を調べた (図 2a)。また、抽
出した積雪粒子の可視・近赤外波長におけ
る光散乱特性を幾何光学近似法によって計
算し、ボロノイ形状モデルのそれと比較し
た (図 2b)。その結果、サイズ分布で平均し
た可視・近赤外波長での粒子散乱特性は有
効半径粒子の散乱特性にほぼ一致した。ま
た、変質した積雪粒子の単散乱位相関数は
ボロノイ凝集形状に近く、新雪粒子の単散
乱位相関数はボロノイ凝集形状とボロノ
イ・カラム形状の中間的な特性を示す傾向
があることを示した (Ishimoto et al., 2018)。
上記の結果を全天分光日射計データから積
雪粒径と積雪不純物濃度を推定するアルゴ
リズムに適用し、積雪粒径の増加に応じて
ボロノイ・カラム形状から凝集体形状に変
化させることにより、積雪物理量の抽出精
度が最も高くなることを示した (Tanikawa et 
al., 2020)。 
衛星データから積雪粒径と積雪不純物濃

度を求めるアルゴリズムを開発した。積雪
粒子散乱モデルには前述のボロノイ凝集体/
カラムモデル (Ishimoto et al., 2018) を採用
し、北極モデル大気を用いて多重散乱放射
伝達モデルにより大気上端の双方向反射率
ルックアップテーブルを計算した。このア
ルゴリズムを 2000-2019 年の MODIS データに適用し、グリーンランド氷床全域における積雪表
面粒径の長期変動を解析した結果、7-8 月の月平均値は増加トレンド (全期間平均値に対してそ
れぞれ+5.1%/decade と+9.1%/decade)、9 月は減少トレンド (-5.5 %/decade) となった。これらの衛
星データ処理を高速化するため、ニューラルネットワークを用いたアルゴリズムや解析的手法
を用いたアルゴリズムも開発した (Kokhanovsky et al., 2022)。 
グリーンランド氷床上の沿岸消耗域では夏季に裸氷域が現れ、その一部はアルベドの低い暗

色裸氷域となる。MODIS データから求めたグリーンランド氷床における 2000-2014 年における
7 月の月平均裸氷域面積と暗色裸氷域面積の経年変化を全領域と北東部、北西部、南西部、南
東部に分けて調べた結果、期間後半に南東部を中心に増加していることが分かった。また、
2000 年に比べ 2012 年には全裸氷域面積と暗色裸氷域面積はそれぞれ 3.1 倍、7.5 倍に拡大して
いることが示された。このような消耗域と暗色裸氷域の拡大が氷床全体のアルベド低下に大き
く寄与しているものと考えられる (Shimada et al., 2016)。一方、複数の衛星データを用いて、

 
図 2 (a) 積雪 X 線マイクロ CT データから抽
出した積雪粒子形状。(b) 幾何光学近似法を
用いて計算したマイクロ CT 粒子とボロノイ
粒子モデルの散乱位相関数の比較。実線は波
長λ=1.242 μm 破線は波長 λ = 0.532 μm、VA
はボロノイ凝集形状モデル、VC はボロノイ
コラム形状モデル、 サンプル Aと Dはマイク
ロ CT 粒子。 
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1978 年以降の北半球の積雪面積の長期変動を調べた結果、従来考えられていたよりも季節的に
も面積的にも近年の温暖化の影響を強く受けて減少していることが分かった (Hori et al., 2017)。 

 
4.3 数値モデリング 
水平解像度 5 km の気象庁非静力学モデル (JMA-NHM) を用いた雪氷フィールド観測支援のた

めの気象予測実験を実施した (橋本ら, 2016; Hashimoto et al., 2017)。さらに、グリーンランド北
西部を対象とする水平解像度 1 km の気象予測実験を、SIGMA-A やボードイン氷河終端におけ
る夏季の観測と同期して実施し、観測点の実況をもとに予測精度を検証した。これらの実験結
果を用いて、夏のボードイン氷河終端部周辺 20〜30 km にわたる領域の局地風系の特徴を調べ
た。その結果、水平解像度 5 km では、総観規模擾乱の影響が弱く局地的な循環場の影響が大き
い場合に風向・風速・気温の予測精度が低くなることが明らかになった。また、水平解像度 1 
km に高解像度化すると、晴天時においてボードイン氷河終端部周辺に生じる局地風系の日変化
を再現できることが分かった。さらに、2016年12月-2019年4月における気象再現実験を行い、
冬季観測と比較するとともに、シオラパルクやカナックにおける強風イベントの再現実験を実
施した結果、強風の一部がおろし風のメカニズムによって生じており、この種の強風は、北西
に位置する高圧部と南東に位置する低圧部の間で、気圧傾度が強まった状態で出現することが
明らかになった (Hashimoto et al., 2018; 橋本ら、 2019)。 
前 SIGMA プロジェクトで開発した積雪

変質モデル (SMAP)と上述の JMA-NHM の
結合システムである極域気候モデル 
(NHM-SMAP) を構築した。このモデルに
よって 2011 年から現在までのグリーンラ
ンド領域計算を行ない、SIGMA-A、B の
AWS データなどを用いたモデル精度評価
の結果、アルベドや地上気温が精度良く再
現された。また、2012 年 7 月の記録的な表
面融解イベントに対応する表面融解域の急
激な広がりも非常によく再現できることが
分かった。 (Niwano et al., 2018)。さらに、
NHM-SMAP を準リアルタイムで運用する
ことにより、表面質量収支と表面融解面積
の変動を詳細にモニタリングすることが可
能となった。図 3 は NHM-SMAP によって
計算されたグリーンランド氷床の日々の表面質量収支である。2011-2012 質量収支年と 2018-
2019質量収支年に引き起こされた顕著な表面質量損失が再現されている。その後、NHM-SMAP
によって 1980 年から現在までのグリーンランド表面質量収支の長期気候計算を実施し、グリー
ンランド氷床表面質量収支計算モデル相互比較プロジェクト GrSMBMIP (Fettweis et al.,2020) に
参加した。また、NHM-SMAPによるグリーンランド氷床における雲放射効果の感度実験を行い、
雲量が増加するほど雪氷表面融解面積は拡大するものの、雪氷質量損失は雲量の減少によって
加速されることが明らかなった (Niwano et al., 2019)。さらに、同モデルで過去 40 年間のグリー
ンランド氷床上の降雨量を解析したところ、統計的に有意に増加しており、かつ、本科研費で
AWS を運用している北西部が、最も顕著であることが分かった (Niwano et al., 2021a)。 
前述のJMA-NHMにガス−エーロゾル−雲過程を組み込んだ領域気象化学モデル (NHM-Chem) 

を開発した。NHM-Chemでは、本研究で扱う代表的な光吸収性エーロゾルであるBCと鉱物ダス
トの外部混合を個別に取り扱う5-category型 (エイトケン、微小 (soot-free)、微小 (mixed with soot)
、粗大 (海塩)、粗大 (ダスト)) を新規に開発し、従来の3-category型 (エイトケン、微小、粗大)と
の違いを評価した (Kajino et al., 2019a)。次にNHM-ChemとSMAPを結合し、東アジア領域 (モデ
ル格子間隔Δx = 30 km)と札幌市 (Δx = 6 km) における積雪中BCの挙動に関する計算を実施した。
札幌における積雪中BC混合比について観測値と計算値の比較検証を行った結果、モデルはBC
混合比を1桁以上過小評価していた。一方、福島第一原発事故により放出された放射性セシウム
のマルチ気象モデルアンサンブル実験からも、化学輸送モデルにおいてセシウムの除去過程の
過小評価が明らかになった (Kajino et al., 2019b)。この点を改良し、札幌における積雪表面のBC
とダスト濃度を比較的良い精度で再現できようになった（Niwano et al., 2021b） 
第 6 期結合モデル相互比較計画 (CMIP6) に向けて MRI-ESM2 を開発した (Yukimoto et al., 2019)。

MRI-ESM2 は、MRI-ESM1 と同様に大気モデル、海洋モデル、エーロゾルモデル、大気化学モ
デルが結合して構成される。この中で、大気中の BC に関して、BC が疎水性から親水性へと変
換される変質過程、降水による除去過程、被覆による光吸収の増大効果 (レンズ効果)の導入な

 

図 3 極域気候モデル NHM-SMAP によって計
算されたグリーンランド氷床の質量収支年(9月
-翌年 8 月)に対する日々の表面質量収支。 
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どの改良を実施した。MRI-ESM2 では、積雪中の放射伝達で特に重要なアルベドを物理的に計
算する積雪アルベド物理モデル (PBSAM) が結合されているため、BC とダスト粒子が積雪アル
ベドおよび放射効果に及ぼす影響が従来よりも高精度で評価することが可能となった。 

MRI-ESM2 による現在気候の再現性を確認するために、近年 (2008-2015年) を対象として、現
実的な気象場と海面水温を与える再現計算を実施し、地上・衛星・積雪観測等との比較を行っ
た。MRI-ESM1 の BC 変質過程スキームを用いた計算では、北極域の地上で観測された大気中
BC 濃度を過小評価し、季節変化を再現できなかったのに対し、MRI-ESM2 による計算では BC
濃度の季節変化の再現性が大きく向上した。また、北極圏における積雪中 BC 濃度とグリーン
ランドでの積雪粒径の広域分布等の再現性についても従来よりも大きく向上した。北極圏での
大気上端における BC の直接放射強制力は約 0.2 W m-2 (年平均)と推定された。さらに、CMIP6
の枠組みで実施されたモデル相互比較実験 (RFMIP, AerChemMIP) において、MRI-ESM2 を用い
て大気上端における人為起源物質の有効放射強制力を推定し、北極域では BC は二酸化炭素に
次いで二番目に大きい正の有効放射強制力を持つことが明らかとなった (Oshima et al., 2020)。
また、北極域では BC の雪氷面への沈着によるアルベド低下の効果が BCの短波有効放射強制力
に及ぼす寄与が大きいことが分かった。 

2014 年 6-7 月のカナック氷河における雪氷藻類の観測結果を用いて、藻類繁殖の数理モデル
化を行った。その結果、積雪域の赤雪藻類および裸氷域の緑藻は、繁殖率と環境収容力を定義
することにより比較的単純なロジスティック・モデルが適用可能であることが分かった (Onuma 
et al., 2018)。しかし、同氷河におけるシアノバクテリアの藻類濃度は時間変化による有意な増
加を示さず、シアノバクテリアの増殖に関しては、環境収容力に達していることを前提とし、
表面鉱物量をその環境収容力を決めるパラメータとして用いることが現実であると考えられた。
次に、雪氷藻類によるアルベド低下効果を計算するため、藻類がもつ色素の波長別吸光係数を
PBSAM に導入し、雪氷藻類効果を組み込んだアルベド物理モデルを構築した。図 4 はこのモデ
ルで計算した雪氷藻類密度を関数とするアルベドの積雪粒径と鉱物性ダスト濃度の依存性であ
る。積雪粒径が大きいほど、または積雪中のダスト濃度が少ないほど、藻類によるアルベド低
下効果が大きくなることが分かった (Onuma et al., 2020)。このモデルによって、BC、鉱物粒子
に加え、藻類のアルベドへの影響を求めることが可能になった。さらに、全球気候モデル
MIROC の陸面過程モデル MATSIRO に上述のロジスティック・モデルを組込み、全球の積雪域
における赤雪藻類の
繁 殖 を 推 定 し た 
(Onuma et al., 2021)。
その結果、北半球で
は 4 月以降、主に北
極域で藻類の増加が
みられ、8 月になる
と特にグリーンラン
ド氷床南部の 50-1500 
km2 の範囲で赤雪現
象の発生がみられる
などの時空間的特徴
が明らかになった。 
カナック氷河による現地観測から、雪氷微生物が関与すると考えられるクリオコナイトホー

ル (CCH)が壊れる際に、その中身が周辺に広がることで表面のアルベドが低下する現象は、グ
リーンランド氷床表面の暗色化に関してこれまで考慮されていなかった新たなプロセスである
ことが明らかになった (Takeuchi et al., 2018)。CCH の深さ変化は、CCH 底部での融解と表面の氷
との融解速度差で表すことができるため、CCH 底部に到達する太陽放射を考慮した CCH モデ
ルを開発し、これまでに観測されている CCH の深さの時間変化の再現性について検証すると共
に、CCH の深さが浅くなる条件と深くなる条件についてそれぞれ統計解析を行った。CCH モデ
ルで計算されたCCHの深さの時間変化の直達日射量依存性と顕熱依存性に着目すると、CCHは
太陽放射の直達光が強い状況で深くなる傾向にある一方で、浅くなる時には顕熱が大きいこと
が分かった。 
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図 4 積雪アルベド物理モデルを用いた雪氷藻類によるアルベド低下
量の感度実験結果。(a) 積雪粒径、(b) 鉱物ダスト濃度の依存性。 
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Future projection of global-scale glacier mass loss and sea level rise

Shallow ice core drilling at South East Dome, Greenland in 2015 and 2020.
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Cloud-driven modulations of Greenland ice sheet surface melt

Variations of concentrations and sizes of black carbon particles in northwest Greenland over the past 350 years
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新雪の比表面積の測定

グリーンランド氷床表面融解に対する雲の影響

グリーンランド氷床アイスコアおよび積雪ピットサンプル中の過去100年間の鉱物組成変動の解明
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Annual variation in the extent of bare ice and dark ice on　the Greenland Ice Sheet derived from AVHRR and MODIS data set
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Post-launch validation of  GCOM-C/SGLI geophysical products

グリーンランド北西部における過去350年間のブラックカーボン及びダストの 季節変化及び経年変化

グリーンランド北西部SIGMA-A アイスコアによる海氷変動の復元

グリーンランド北西部SIGMA-Aアイスコアの融解再凍結層に含まれる微粒子の観察と組成分析
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Black Carbon and Inorganic Aerosols in Snowpack over the Arctic,

グリーンランド北西部における過去350年間のブラックカーボン及びダストの 季節変化及び経年変化

フィルンコア試料を用いたグリーンランド南東部高涵養域における過去60年間の気候変動に伴った雪質変化の評価

気象研究所地球システムモデルによる過去再現実験での北極域のエアロゾルと気候変動
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グリーンランド南東部ラッセル氷河のクリオコナイトおよびホールの空間分布

世界の氷河に分布する雪氷藻類の比較と分散過程 －氷河上の雪氷藻類はどこからきたのか－

北海道サロマ湖における海氷の波長別アルベド測定と海氷放射伝達モデルの検証

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU Fall Meeting（国際学会）

International Snow Sciene Workshop（国際学会）

Tomonori Tanikawa, Teruo Aoki, Toru Hirawake, Masashige Nakayama, Kazuhiro Naoki, Masahiro Hori, Masashi Niwano, and
Masahiro Hosaka

Yamaguch, S., M. Ishizaka, H. Motoyoshi, S. Nakai, V. Vincent, T. Aoki, K. Yamashita, A. Hashimoto, and A. Hichikubo

Adachi, K., T. Kinase, A. J. Sedlacek III, L. Kleinman, S. R. Springston, T. B. Onasch, and P. R. Buseck

Adachi, K., A. Sedlacek, L. Kleinman, T. Onasch, S. Springston, and P. Buseck

AGU Fall Meeting（国際学会）

iCACGP Quadrennial Symposium（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Radiative Transfer Model of Sea Ice and Its Validation with Field Measurement

Measurement of specific surface area of falling snow

Formation and chemical properties of tar balls from biomass burning

Formation and chemical processing of spherical organic aerosol particles, or “tar balls,” from biomass burning in the
northwestern US

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 AGU Fall Meeting（国際学会）

極域・寒冷域研究連絡会，日本気象学会2018年度春季大会（招待講演）

雪氷研究大会(2018・札幌)

The 9th Symposium on Polar Science（国際学会）

庭野匡思

黒﨑豊，的場澄人，飯塚芳徳，庭野匡思，谷川朋範，安藤卓人，青木輝夫

Kurosaki, K., S. Matoba, Y. Iizuka, M. Niwano, T. Tanikawa, T. Ando, T. Aoki

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Niwano, M., T. Aoki, A. Hashimoto, S. Matoba, S. Yamaguchi, T. Tanikawa, K. Fujita, A. Tsushima, Y. Iizuka, R. Shimada, and
M. Hori

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

極域気候モデルNHM-SMAPの現状と将来展望

グリーンランド北西部SIGMA-Aにおけるアイスコア中のd-excessと海氷密接度の関係

The influence of reginal -scale sea-ice and meteorological condition on d-excess in ice core in nortwestern Greenland
 ２．発表標題

High resolution polar regional climate model NHM-SMAP for the Greenland Ice Sheet

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium on Cryosphere and Biosphere, International Glaciological Society（国際学会）

日本地球惑星科学連合大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

對馬あかね, 東久美子, 的場澄人, 永塚尚子, 青木輝夫, 藤田耕史

Hideaki Motoyama, Naohiko Hirasawa, Konosuke Sugiura, Kenji Kawamura, Teruo Aoki, Takao Kameda, Hiroyuki Enomoto

本山秀明，平沢尚彦, 杉浦幸之助, 川村賢二, 青木輝夫, 亀田貴雄

Fujita K, Takeuchi N, Niwano M, Aoki T

AGU Fall Meeting 2018（国際学会）

雪氷研究大会（2018・札幌）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

グリーンランド北西、SIGMA-Dサイトで掘削されたアイスコア中の17O-excessの変動から見る北極域の水循環変動

Notes on observational data from automatic weather stations in Antarctica

南極での無人気象観測による観測データの注意点について

Modelling development and decay of cryoconite holes on Qaanaaq Ice Cap, northwestern Greenland

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2019年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Law for Sustainability in Arctic Resource Development: Integrating economic, social, environmental and
scientific dimensions（招待講演）（国際学会）

Workshop on the Dynamics and Mass Budget of Arctic Glaciers & the IASC Network on Arctic Glaciology Annual Meeting（国際学
会）

Sugiyama, S.

Sugiyama, S. and ArCS Greenland Project members

Shimada, R., M. Hori, N. Takeuchi and T. Aoki

Goto-Azuma, K., Y. Ogawa-Tsukagawa, Y. Kondo, R. Dallmayr, M. Hirabayashi, J. Ogata, K. Kitamura, K. Kawamura, H. Motoyama,
S. Matoba, M. Kadota, T. Aoki, N. Moteki, S. Ohata, T. Mori, M. Koike, Y. Komuro, A. Tsushima, and N. Nagatsuka

The Artic Science Summit Week 2017（国際学会）

EGU General Assembly 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Changing natural environment and its impact on human society in Greenland

Glacier change, ice-ocean interaction, and their impacts on human society in Qaanaaq, northwestern Greenland

Comparative study on darkening and melting of Greenland Ice Sheet derived from MODIS and AMSR-2 satellite images

Variability of back carbon in Northwest Greenland during the past 350 years

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2017年度連合大会

日本地球惑星科学連合2017年度連合大会

日本地球惑星科学連合2017年度連合大会（国際学会）

日本気象学会2017年度春季大会

島田利元, 堀雅裕, 竹内望, 青木輝夫

Sugiyama, S., Y. Fukamachi, K. I. Ohshima, S. Aoki, T. Aoki, M. Yamamoto-kawai, T. Kikuchi, D. Hirano

青木輝夫, 島田利元, 谷川朋範, 庭野匡思, 石元裕史, 堀雅裕, Knut Stamnes, Wei Li, and Nan Chen

 ２．発表標題

 ２．発表標題

青木輝夫, 島田利元, 谷川朋範, 庭野匡思, 堀雅裕, 石元裕史, K. Stamnes, W. Li, and N. Chen

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

MODISおよびAMSR-2を用いたグリーンランド氷床表面反射率と輝度温度の季節変化解析

Abrupt changes and interactions of polar oceans and ice sheets as a research subject in Master Plan 2020

グリーンランド氷床のMODIS衛星抽出積雪粒径-TerraとAquaの違い
 ２．発表標題

MODISデータから抽出したグリーンランド氷床上の積雪粒径の年々変動-TerraとAqua及びそれらのコンポジットの違い

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Workshop: Modeling Melt Water Retention Processes in Snow and Firn on Ice Sheets and Glaciers: Observations（国際学会）

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

青木輝夫, 八久保晶弘, 谷川朋範, 庭野匡思, 堀雅裕, 島田利元, 杉浦幸之助, 広沢陽一郎, 山口悟

余郷友祐, 深堀正志, 谷川朋範, 保坂征宏, 井岡佑介, 青木輝夫

Hori, M., Hiroshi Murakami Risa Miyazaki, Yoshiaki Honda, Kenlo Nasahara Koji Kajiwara, Takashi Y. Nakajima, Hitoshi Irie,
Mitsuhiro Toritani, T. Hirawake, and T. Aoki

Niwano, M., T. Aoki, A. Hashimoto, T. Tanikawa, R. Shimada, and M. Hori

日本気象学会2017年度春季大会

31st International Symposium on Space Technology and Science Conference（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

積雪比表面積測定手法の相互比較

ひまわり8 号のデータを用いた積雪域識別の高精度化

GCOM-C data validation plan for land, atmosphere, ocean, and cryosphere

Inter-comparison of a regional climate model-simulated surface optically equivalent snow grain size in the Greenland ice
sheet with satellite-derived data

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

山口悟, 石坂雅昭, 本吉弘岐, 山下克也, 中井専人, 橋本明弘, Vionnet Vincent, 八久保晶弘, 青木輝夫

大沼友貴彦, 芳村圭, 竹内望, 新田友子, 永塚尚子, 庭野匡思, 青木輝夫

谷川朋範, 青木輝夫, 庭野匡思, 保坂征宏, 堀雅裕

庭野匡思, 青木輝夫, 橋本明弘, 的場澄人, 山口悟, 谷川朋範, 藤田耕史, 對馬あかね, 飯塚芳徳, 島田利元, 堀雅裕

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新雪の比表面積に関する研究(2)

陸面過程モデルMATSIRO を用いた雪氷藻類繁殖の計算実験

グリーンランド北西部カナックフィヨルドにおける海氷の波長別アルベド測定

極域気候モデルNHM-SMAP のグリーンランド氷床における計算精度

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

對馬あかね, Vasileios Gkinis, 東久美子, 的場澄人, 永塚尚子, 本山秀明, 藤田耕史, 青木輝夫

黒_豊, 的場澄人, 飯塚芳徳, 青木輝夫, 杉山慎

八久保晶弘, 山口悟, 白川龍生, 青木輝夫

 ２．発表標題

 ２．発表標題

永塚尚子, 東久美子, 對馬あかね, 本山秀明, 的場澄人, 藤田耕史, 山崎哲秀, 大沼友貴彦, 箕輪昌紘, 青木輝夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

SIGMA-D サイトで掘削されたアイスコア中のδ17O および17O-excessの変動傾向

グリーンランド北西部アイスコアによる過去100 年の環境復元

ぬれざらめ雪の比表面積測定
 ２．発表標題

グリーンランド氷床北西部SIGMA-D アイスコア中の鉱物組成変動

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

的場澄人, 庭野匡思, 谷川朋範, 飯塚芳徳, 山崎哲秀, 黒崎豊, 青木輝夫, 橋本明弘, 保坂征宏, 杉山慎

吉野雄作, 八久保晶弘, 山口悟，青木輝夫

本山秀明，青木輝夫, 庭野匡思, 的場澄人, 杉山慎, 山口悟，平沢尚彦，川村賢二，三戸洋介，藤原宏章, 小野文睦, 森陽樹

島田利元，堀雅裕, 竹内望, 青木輝夫

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

雪氷研究大会（2017・十日町）, 日本雪氷学会/日本雪工学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

2017 年グリーンランド氷床北西部（SIGMA-A サイト）観測報告

長期保存下における氷粒子の比表面積の減少速度

極域での無人気象観測：グリーンランドSIGMA と南極JARE

グリーンランド氷床の暗色域面積へ与える表面融解の影響

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2017年秋季大会

日本気象学会2017年秋季大会

堀雅裕, 青木輝夫, 谷川朋範, 庭野匡思

庭野匡思，青木輝夫, 橋本明弘, 的場澄人, 山口悟, 谷川朋範, 藤田耕史, 對馬あかね, 飯塚芳徳, 島田利元, 堀雅裕

石元裕史, 山口悟, 安達聖, 青木輝夫, 谷川朋範, 増田一彦

安成哲平, 外崎友望, 的場澄人, 青木輝夫, 庭野匡思, 谷川朋範, 村尾直人

日本気象学会2017年秋季大会

日本気象学会2017年秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ひまわり8号AHI熱赤外域バンドを用いた雪氷面識別と表面温度抽出

グリーンランド氷床における極域気候モデルNHM-SMAPの2m気温再現精度

積雪放射計算改良のためのX線マイクロCTデータを用いた積雪粒子モデル開発

積雪中のダスト・ブラックカーボン・オーガニックカーボン濃度の簡易的測定手法の検討

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

メカニズムの理解と影響評価に関する研究集会

The Eighth Symposium on Polar Science（国際学会）

第8回極域科学シンポジウム

The Eighth Symposium on Polar Science（国際学会）

Aoki, T., G. Jouvet, M. Kneib, A. Walter, T. Tanikawa, M. Niwano, H. Motoyoshi, S. Matoba, S. Sugiyama, and R. Shimada

余郷友祐, 井岡佑介, 谷川朋範, 保坂征宏, 青木輝夫

Ioka, Y., T. Tanikawa, M. Hosaka, T. Aoki and Yusuke Yogo

 ２．発表標題

 ２．発表標題

青木輝夫, G. Jouvet, Y. Weidman, M. Kneib, A. Walter, 谷川朋範, 庭野匡思, 本吉弘岐, 的場澄人, 杉山慎, 島田利元

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

NIR photometry observation onboard UAV over Qaanaaq Ice Cap in northwest Greenland

余郷ひまわり8号のデータを用いた積雪域識別の高精度化

Improved snow detection on Himawari-8 observation data and the validation
 ２．発表標題

2017年グリーンランド・カナック氷帽表面のUAV観測, グリーンランド氷床における近年の質量損失の実態解明

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AGU Fall Meeting 2017（国際学会）

Fifth International Symposium on the Arctic Research (ISAR-5)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Sugiyama, S., Y. Fukamachi, and ArCS Greenland Project members (including T. Aoki)

Nagatsuka, N., K. Goto-Azuma, A. Tsusima, H. Motoyama, S. Matoba, K. Fujita, T. Yamasaki, Y. Onuma, M. Minowa, T. Aoki

Tanikawa, T., T. Aoki, M. Niwano, M. Hosaka, and M. Hori

Hori, M., K. Sugiura, K. Kobayashi, T. Aoki, T. Tanikawa, M. Niwano, and H. Enomoto

The Eighth Symposium on Polar Science（国際学会）

AGU Fall Meeting 2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Environmental change and its impact on human society in Qaanaaq, northwestern Greenland

Variations in mineralogy of dust in an ice core obtained from Northwestern Greenland

Spectral albedo measurement of sea ice at Qaanaaq fjord in northwest Greenland

A long-term Northern Hemisphere snow cover extent product (JASMES) deriving from satellite-borne optical sensors using
consistent objective criteria

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Fifth International Symposium on the Arctic Research（国際学会）

Fifth International Symposium on the Arctic Research (ISAR-5)（国際学会）

Hori, M., K. Sugiura, K. Kobayashi, T. Aoki, T. Tanikawa, M. Niwano, and H. Enomoto

Goto-Azuma, K., Y. Ogawa-Tsukagawa, Y. Kondo, R. Dallmayr, M. Hirabayashi, J. Ogata, K. Kitamura, K. Kawamura, H. Motoyama,
S. Matoba, M. Kadota, T. Aoki, N. Moteki, S. Ohata, T. Mori, M. Koike, Y. Komuro, A. Tsushima, and N. Nagatsuka

Tanikawa, T., T. Aoki, M. Niwano, M. Hosaka, and M. Hori

Nagatsuka, N., K. Goto-Azuma1, A. Tsushima, H. Motoyama, S. Matoba, K. Fujita, T. Yamasaki, Y. Onuma, M. Minowa, and T. Aoki

Fifth International Symposium on the Arctic Research (ISAR-5)（国際学会）

Fifth International Symposium on the Arctic Research (ISAR-5)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Long-term trends of snow cover extent and duration in the Northern Hemisphere derived from imagery collected by polar
orbiting optical satellites

Variations of black carbon and dust in Northwest Greenland reconstructed by Continuous Flow Analysis of an ice core

Spectral albedo of sea ice at Qaanaaq fjord in northwest Greenland

Variations in mineralogy of dust in an ice core obtained from Northwestern Greenland

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Fifth International Symposium on the Arctic Research（国際学会）

Fifth International Symposium on the Arctic Research (ISAR-5)（国際学会）

Joint PI Meeting of Global Environment Observation Mission（国際学会）

NIPR Greenland Research Workshop（国際学会）

Niwano, M., T. Aoki, A. Hashimoto, S. Matoba, S. Yamaguchi, T. Tanikawa, K. Fujita, A. Tsushima, Y. Iizuka, R. Shimada, and
M. Hori

Stamnes, K., W. Li1, N. Chen, T. Tanikawa, M. Hori, R. Shimada, and T. Aoki

Aoki T

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Shimada, R., M. Hori1, N. Takeuchi, and T. Aoki

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Evaluation of the Greenland Ice Sheet surface mass balance estimated by the NHM-SMAP regional climate model

GCOM-C/SGLI snow/ice products: Improvements and continued validation with postlaunch data

Positive feedback effect by summer snow grain growth observed at SIGMA-A on Greenland ice sheet
 ２．発表標題

Annual variation of bare ice extent on the Greenland Ice Sheet from 1979 to 2016

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第2回SIGMA-IIワークショップ

「地球の雪と氷-講演と体験学習会-」（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

青木輝夫

Aoki, T., M. Niwano, T. Tanikawa, S. Matoba, S. Yamaguchi, T. Yamasaki, K. Fujita, Y. Iizuka, H. Motoyama, M. Hori, and R.
Shimada

Aoki, T., T. Tanikawa, M. Niwano, R. Shimada, M. Hori, S. Matoba, H. Ishimoto, A. Hachikubo, K. Stamnes, W. Li, and N. Chen

青木輝夫, 庭野匡思, 谷川朋範, 石元裕史, 堀雅裕, 島田利元, 的場澄人, 山崎哲秀, 山口悟, 藤田耕史, 本山秀明

Fifth International Symposium on the Arctic Research (ISAR-5)（国際学会）

Joint PI Meeting of Global Environment Observation Mission FY2017（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

宇宙から見た雪と氷の世界

Positive feedback effect of NIR albedo reduction on surface melting observed at SIGMA-A on Greenland ice sheet

Snow parameter retrievals in Greenland Ice sheet and development of the validation method

グリーンランドにおける積雪粒径増加による近赤外アルベド低下効果の年々変動

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2017年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

グリーンランド氷床の変動と気候・環境変動及び人間活動の関わりに関する研究に関する研究集会

日本気象学会2017年度秋季大会（札幌）シンポジウム「北極域」（招待講演）

青木輝夫

庭野匡思

Yukihiko Onuma, Kei Yoshimura, Nozomu Takeuchi, Tomoko Nitta

Rigen Shimada, Masahiro Hori, Nozomu Takeuchi, Teruo Aoki

International Symposium on Cryosphere and Biosphere（国際学会）

International Symposium on Cryosphere and Biosphere（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グリーンランド氷床上SIGMA-Aにおける夏季の積雪粒径増加による正のフィードバック効果

グリーンランド氷床における近年の急激な雪氷質量損失―現地観測と数値モデルによるメカニズム理解の試み―

Simulation of snow algal growth and its effect on snow albedo using a global land surface model, MATSIRO

Influence of surface melt on dark-ice extent variation on the Greenland Ice Sheet

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium on Cryosphere and Biosphere（国際学会）

International Symposium on Cryosphere and Biosphere（国際学会）

気候変動シンポジウム　～激変する地球と災害リスク～（日本地質学会関東支部）（招待講演）

雪氷研究大会（2018・十日町）

Naoko Nagatsuka, Nozomu Takeuchi, Jun Uetake, Rigen Shimada, Yukihiko Onuma, Sota Tanaka, Takanori Nakano

本山秀明

羽月稜, 黒_豊, 的場澄人, 杉山慎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Nozomu Takeuchi, Satoru Yamaguchi, Kazuma Togashi, Ryutaro Sakaki, Chika Okamoto, Koki Ishiwatari

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Sr and Nd isotope ratios of cryoconite in western Greenland: identification of sources and the process of transportation of
minerals on the dark-colored ice

極域のアイスコアから明らかになってきた過去の気候・環境変動

グリーンランド北西部カナック氷帽消耗域における融雪期初期の積雪特性
 ２．発表標題

Artificial cryoconite holes created in a cryospheric environmental simulator

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

低温研共同研究集会「グリーンランド氷床における近年の質量損失の実態解明：メカニズムの理解と影響評価」

日本気象学会2017年度春季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大島長、田中泰宙、神代剛、吉村裕正、川合秀明、工藤玲、行本誠史、出牛真、小池真

黒崎豊, 的場澄人, 飯塚芳徳, 青木輝夫, 杉山慎

的場澄人, 庭野匡思, 谷川朋範, 飯塚芳徳, 山崎哲秀, 黒_豊, 青木輝夫, 橋本明弘, 保坂 征宏, 杉山 慎

谷川朋範

雪氷研究大会（2018・十日町）

雪氷研究大会（2018・十日町）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

気象研究所地球システムモデルの開発とブラックカーボンの空間分布と放射効果の評価

グリーンランド北西部アイスコアによる過去100年の環境復元

2017年グリーンランド氷床北西部（SIGMA-Aサイト）観測報告

海氷の放射伝達モデルの開発とその検証

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2017年大会

International Symposium on Cryosphere and Biosphere（国際学会）

大島長、田中泰宙、神代剛、吉村裕正、川合秀明、工藤玲、行本誠史、出牛真、小池真

Akihiro Hashimoto, Daiki Sakakibara, Shin Sugiyama, Masashi Niwano and Teruo Aoki

Yoshinori Iizuka, Koji Fujita, Shohei Hattori, Ryu Uemura, Osamu Seki, Chihiro Miyamoto, Toshitaka Suzuki, Naohiro Yoshida,
Hideaki Motoyama, and Sumito Matoba

Y. Iizuka, S. Matoba, R. Uemura, K. Fujita, S. Fujita, S. Hattori, S. Yamaguchi, H. Ohno, A. Hori, C. Miyamoto, T. Suzuki,
O. Seki, T. Ando

日本地球惑星科学連合2017年度連合大会

Fifth International Symposium on the Arctic Research (ISAR-5)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

象研究所地球システムモデルによるブラックカーボンの空間分布と放射効果

Local air circulations around Bowdoin Glacier simulated by a non-hydrostatic regional weather model

A 60-year record of atmospheric sulfate and nitrate depositions preserved in the high-accumulation dome ice core, South East
Greenland

General characteristics of a high-accumulation dome ice core, southeast Greenland

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

EGU General Assembly 2017（国際学会）

日本雪氷学会

第8回極域科学シンポジウム

American Geophysical Union 2017 Fall meeting（国際学会）

島田利元，堀雅裕

島田利元，堀雅裕

K. Adachi, H. Ishimoto, A. J. Sedlacek III, L. Kleinman, D. Chand, J.M. Hubbe, P.R. Buseck

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Goto-Azuma, K., F. Nakazawa, M. Hirabayashi, J. Ogata, Y. Ogawa-Tsukagawa and K. Fukuda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

複数衛星センサを用いたグリーンランド氷床表面融解検知アルゴリズム開発

GCOM-W/AMSR-2を用いたグリーンランド氷床表面融解検知手法の開発

Thermal behavior of aerosol particles from biomass burning during the BBOP campaign using transmission electron microscopy
 ２．発表標題

Calibration of micro-particle analysers for ice core studies

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岡山県高等学校理科部会（招待講演）

日本気象学会2016年度春季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

青木輝夫, 朽木勝幸, 庭野匡思, 石元裕史, 増田一彦, 堀雅裕, 谷川朋範, 島田利元, Knut Stamnes, Wei Li,  Nan Chen

足立光司

Aoki, T. K. Kuchiki, M. Niwano, T. Tanikawa, M. Hori, R. Shimada, H. Ishimoto, K. Stamnes, W. Li, and N. Chen, S. Matoba, S.
Yamaguchi, K. Masuda, and M. Schneebeli

青木輝夫

東京理科大学 研究推進機構 総合研究院 大気科学研究部門 大気科学研究部門 第２回 成果報告会(2018)（招待講演）

International Radiation Symposium 2016（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

グリーンランド氷床上における積雪物理量の衛星リモートセンシング

北極ニーオルスンで採取したエアロゾル粒子の電子顕微鏡分析

Spatial and interannual variation of satellite derived snow grain size on Greenland ice sheet

グリーンランド氷床における気象観測と温暖化の影響に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2016年度連合大会

彦根東高校リーダーシッププロジェクト講演会（招待講演）

青木輝夫, 谷川朋範, 庭野匡思, 石元裕史, 堀雅裕, 島田利元

青木輝夫

Aoki, T., M. Niwano, T. Tanikawa, and M. Hori

青木輝夫, 庭野匡思, 谷川朋範, 的場澄人, 山口悟, 山崎哲秀, 藤田耕史, 本山秀明, 堀雅裕

Workshop on in-situ snow albedo measurements: toward a snow albedo intercomparison experiment（招待講演）（国際学会）

雪氷研究大会（2016・名古屋）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グリーンランド氷床上の積雪不純物は衛星観測から検知可能か？

グリーンランドで今何か起こっているか？

Observation technique of spectral, narrowband and broadband albedos of snow surface

グリーンランド氷床上SIGMA-Aにおける近赤外域アルベドと気温の関係

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2016年秋季大会

日本気象学会関西支部第1回例会（中国地区）（招待講演）

第7回極域科学シンポジウム

Joint PI Meeting of Global Environment Observation Mission 2016（国際学会）

青木輝夫

青木輝夫, 庭野匡思, 谷川朋範, 的場澄人, 山口悟, 山崎哲秀, 藤田耕史, 本山秀明, 堀雅裕, 島田利元

Aoki, T., R. Shimada, T. Tanikawa, M. Niwano, M. Hori, H. Ishimoto, K. Stamnes, W. Li, and N. Chen

 ２．発表標題

 ２．発表標題

青木輝夫, 庭野匡思, 谷川朋範, 的場澄人, 山口悟, 山崎哲秀, 藤田耕史, 本山秀明, 堀雅裕

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グリーンランド氷床表面の暗色化に関する科研費の概要

グリーンランド氷床上の気温上昇による近赤外アルベド低下が表面融解に与える正のフィードバック効果

Effect of difference in Terra and Aqua on MODIS-derived snow products, and numerically simulated snow grain size over
Greenland ice sheet

 ２．発表標題

グリーンランド氷床上SIGMA―Aサイトにおける放射収支観測 - 近赤外アルベドと気温の関係 -

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

雪氷研究大会（2016・名古屋）

Goldschmidt conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Takeuchi, N., N. OTE, T. SEGAWA, J. UETAKE, N. NAGATSUKA, Z, LI

竹内望，田中聡太，大手信人，植竹淳，永塚尚子，瀬川高弘

大沼友貴彦，竹内望，田中聡太，永塚尚子，庭野匡思，青木輝夫

島田利元，堀雅裕，竹内望，青木輝夫

雪氷研究大会（2016・名古屋）

雪氷研究大会（2016・名古屋）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Distinctive Nitrogen Cycles between Asian and Polar Glaciers

氷河生態系と氷河の暗色化 －アジアと北極の氷河の生態系比較－

北極圏グリーンランドカナック氷河の積雪観測に基づいた雪氷藻類繁殖のモデル化

GCOM-C/SGLIを用いた近年のグリーンランド氷床裸氷域および暗色域の季節変化監視計画

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2016年度連合大会

日本気象学会2016年度秋季大会

竹内望，大手 信人，永塚 尚子，植竹 淳，田中 聡太，大沼 友貴彦

石元裕史, 山口悟, 安達聖, 青木輝夫, 谷川朋範, 増田一彦

小室悠紀，鈴木利孝，的場澄人，平林幹啓，本山秀明，青木輝夫

小室悠紀, 鈴木利孝, 大沼友貴彦, 箕輪昌紘, 山崎哲秀, 的場澄人, 藤田耕史, 平林幹啓, 本山秀明, 青木輝夫

グリーンランド研究集会

2016年度雪氷研究大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グリーンランド北西部の氷河雪氷中の窒素の起源と表面微生物への影響

μ-CTデータから得られた積雪粒子の形状と粒子光散乱特性の計算

グリーンランド氷床北西部で得たSIGMA-D浅層コアの金属全濃度解析

グリーンランド北西部で得たSIGMA-D氷コアの金属全濃度解析

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

13th Annual Meeting Asia Oceania Geosciences Society（国際学会）

2016年日本気象学会春季大会

日本地球惑星科学連合2016年度連合大会

第7回極域科学シンポジウム

梶野瑞王、佐藤陽祐

堀 雅裕，杉浦幸之助，谷川朋範，青木輝夫，庭野匡思，榎本浩之

堀 雅裕，杉浦幸之助，谷川朋範，青木輝夫，庭野匡思，榎本浩之

 ２．発表標題

 ２．発表標題

M. Kajino et al.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

雲微物理過程のエアロゾル均一核形成の不確定性に対する感度

A 30-year trend of snow cover duration in the Northern Hemisphere derived from satellite-borne optical sensors

衛星及び地上データを用いた長期北半球積雪域面積の抽出
 ２．発表標題

Source-receptor relationship of PM2.5 over East Asia and its validation based on size and chemical speciation measurements

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2017年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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